
平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

⑭ ⑯

－ －

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　一般会計　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

① ②

平成15年度決算 平成16年度予算

新総合通信ネットワーク整備工事費　　32,936千円

衛生通信設備、交換機設備、監視制御設備、映像伝送設備、据付工事費

新総合通信ネットワーク整備事業監理委託料　　　441千円

各種工事

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

根拠法令等

項　　目

健康で安心して暮らせるまちづくり

施策名

内線等

35,000

1,623

0.2

210局

想定する成果

基本目標

手　　段

1902

対象（受益者）

機器設置

総務部

9,676

安全安心課

平成14年度決算

33,377

0

23,600

1,724

新総合通信ネットワーク無線局設置数

県庁、県事務所、各市町村、保健所、港
務所、消防本部、道路・鉄道・電気・電
話・ガス等の防災関係機関など２１０局

平成15年度実績

事業ｺｰﾄﾞ

蒲郡市民に

Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

新総合通信ネットワーク整備事業

災害発生時等における通信手段を確保し、的確な情報伝達を行う。

防災

愛知県内の行政機関、防災機関相互のネットワークを整備することによって

事務事業名

あいちITアクションプラン

0

210局



⑥事務事業内容の評価

11
／12
満点中

10
／12
満点中

11
／15
満点中

10
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

事務効率性

3

達　成　度

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

項　　目

経済効率性

平成14年度までに整備した地上系ネットワークに加え、
衛星系を整備することにより、通信基盤が増強された。

評価の説明（問題点）

各施設の構内電話交換機を接続することで内線電話から
無線による通信が可能となり通信コストが削減された。

地上系、衛星系によるネットワークの二重化が図られ、
災害に強い通信手段の確保が図られた。

2

－

3

3

33

部長評価

防災担当職員が３名では少ないと思われるので増員をお願いしたい。
また、消防本部（消防職員）とのより緊密な連携が必要と思われる。

Ａ

平成12年度に無線機器の整備を行い、13年度で地上系ネットワークの構築を行った。14年度に衛星
系ネットワークを整備する予定であったが、通信衛星の打ち上げが遅れたため15年度の整備となっ
た。

課内評価

総合評価

通信速度の高速化
医療機関など防災関係機関の接続先追加

2

Ｂ

－

電話、ファクシミリ、メール、データ通信、映像の送受
信が通信手段が拡充された。

2

県庁、県事務所、土木事務所、保健所などの県の出先機
関、全ての市町村、消防本部及び防災関係機関を地上
系、衛星系の２系統のネットワークを構築することによ
り、災害に強い通信網が整備された。



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　一般会計　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

38.2% 69.2% －

総務部 安全安心課

地域防災計画・水防計画の修正割合

（修正ページ数／総ページ数）×100

蒲郡市地域防災計画・水防計画更新事業

4,204

4,176

4,348

0.5

4,348

4,058

4,314

0.5

4,204

想定する成果

基本目標

手　　段

1901

事業ｺｰﾄﾞ

蒲郡市民に

183

4,131

4,314

0.5

146

防災体制を確立する。

幹事会1回、委員会1回

－

① ②

地域防災計画の見直し修正を行い、毎年度更新することにより

幹事会1回、委員会1回

平成15年度決算 平成16年度予算

海上保安署長はじめ35名

事務事業名

海上保安署長はじめ36名

本編561頁のうち110頁

災害対策基本法 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成14年度実績 平成15年度実績

本編548頁のうち388頁

施策名

防災

対象（受益者）

会議

内線等

根拠法令等

平成16年度計画項　　目

健康で安心して暮らせるまちづくり

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

修正頁数 本編455頁のうち174頁

幹事会1回、委員会1回

委員 海上保安署長はじめ36名

19.6%

172

－

平成14年度決算



⑥事務事業内容の評価

10
／12
満点中

10
／12
満点中

10
／15
満点中

10
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

防災担当が３人では少ないと思われる。

Ａ

－

毎年度、各課に修正依頼をしているが、各課において十分な検討がなされていないように思われる
ので、意識の向上を図る必要がある。
市のホームページ上に掲載することによって、市民への周知を図る。
地域防災計画、水防計画に従って、より具体的な対策マニュアルを整備する必要がある。

2

3

評価の説明（問題点）部長評価

3

2

新旧対照表の見直しを行い、用紙の削減、事務の効率化
を図った。

他市においては、印刷製本を外注しているところが多い
が、本市においては自前で作成している。

東海地震、東南海・南海地震などの災害に備え、地域防
災計画・水防計画の修正見直しは必要不可欠である。

Ｂ

東海地震に関する情報の見直しに伴う修正など、地震防
災強化計画の前面修正を行った。

15年度の地域防災計画の修正においては、東海地震に係
る情報の見直しに伴う修正をいち早く取り入れた。

－

2経済効率性

課内評価

3

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

達　成　度

事務効率性

3

東海地震に係る地震防災対策強化地域に指定されたことに伴う修正を行った。

総合評価

2

項　　目



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　一般会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

2,852件

ー

2,887件

ー 10,374円/本

総務部 安全安心課

交通事故件数

交通事故件数

水銀灯の1本当たりの電気料

年間電気料／本数

交通安全施設維持管理事業

17,503

3,341

19,462

0.4

19,462

3,246

18,108

0.4

17,503

想定する成果

基本目標

手　　段

1904

事業ｺｰﾄﾞ

蒲郡市民のために

14,803

3,305

18,108

0.4

14,257

安全なまちづくりを図る

1,050本　　10,347,906円

ー

9,855円/本

① ②

10,595円/本

交通安全施設を維持管理することによって

1,147本　 11,900,000円

平成15年度決算 平成16年度予算

1,250,000円

事務事業名

1,418,299円

2,130,000円

蒲郡市交通安全条例 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成14年度実績 平成15年度実績

1,758,000円

施策名

交通安全

対象（受益者）

水銀灯電気料

内線等

根拠法令等

平成16年度計画項　　目

健康で安心して暮せるまちづくり

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

反射鏡修繕料 1,802,000円

 1,014本　 10,744,127円

水銀灯修繕料 1,235,380円

ー

ー

16,121

ー

平成14年度決算



⑥事務事業内容の評価

9
／12
満点中

9
／12
満点中

11
／15
満点中

11
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

Ａ

2

道路改良されたところの施設の見直しを行う。

2

3

評価の説明（問題点）部長評価

2

2

施設全体の点検方法を検討している。

種々の交通安全施設の整備に伴い、維持補修費が年々増
嵩している。

交通事故防止のためには施設の維持管理は必要である。

Ａ

総代、市民等の通報を受けて修繕を行うが、施設全体の
事前点検は設置数が多く実施されてない。

交通安全施設のため修繕が必要なときは市民等からすぐ
要望がある。

2

2経済効率性

課内評価

2

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

達　成　度

道路照明灯や道路反射鏡の支柱修繕は、電柱共架を申請し修繕費用の軽減し多数の要望に対応をす
る。

事務効率性

3

施設の安全点検を交通指導員および交通安全地区推進協議会に依頼した。

総合評価

2

項　　目



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （一般会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

1,556件

－

1,756件

－

－

－

総務部 安全安心課

市内犯罪件数

市内犯罪件数

市内の110番通報件数

市内の110番通報件数

こども110番事業

1,803

1,670

1,905

0.2

1,905

1,623

1,887

0.2

1,803

想定する成果

基本目標

手　　段

1904

事業ｺｰﾄﾞ

蒲郡市民のため

235

1,652

1,887

0.2

180

こどもを犯罪から守る

135件

－

4,225件

① ②

3,687件

110番の家、タクシー会社等の子どもの保護、通報の協力者を組織し

135件

平成15年度決算 平成16年度予算

360枚×441円

事務事業名

150枚×1,125円

35個×4,200円

蒲郡市なくそう犯罪安全なまちょづくり推進条例 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成14年度実績 平成15年度実績

－

施策名

防犯

対象（受益者）

こども110番の家登録件数

内線等

根拠法令等

平成16年度計画項　　目

健康で安心して暮せるまちづくり

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

ｶﾗｰｺｰﾝ購入 26個×8,505円

136件

ステッカー購入 －

－

－

235

－

平成14年度決算



⑥事務事業内容の評価

10
／12
満点中

9
／12
満点中

12
／15
満点中

11
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

Ｂ

2

犯罪防止意識を高揚させるため携帯電話を利用したネットワークを構築させる。

2

2

評価の説明（問題点）部長評価

3

2

蒲郡警察署と連絡調整を行っている。

市民への周知度高い掲示方法を選択している。

官民が一体となって協力できるため必要である。

Ｂ

市と蒲郡警察署および協力者とで協定を結び犯罪防止に
努めている。

組織することにより市民から意識を持ってもらってい
る。

2

3経済効率性

課内評価

2

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

達　成　度

事務効率性

3

協力していただける業種を検討し拡大させた。

総合評価

2

項　　目



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競争事業特別会計） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

7.8件

－

7.9件

－

－

総務部 安全安心課

1日当たりの交通事故発生件数

交通事故発生件数/年日数

１回当たりの交通安全教室参加者数

参加者/開催回数

交通安全都市推進事業

15,770

5,847

15,901

0.7

15,901

5,681

17,245

0.7

15,770

想定する成果

基本目標

手　　段

1904

事業ｺｰﾄﾞ

蒲郡市民に

10,635

6,610

17,245

0.8

10,089

交通事故を減少させる。

6,408,600円

－

52人

① ②

68人

蒲郡市交通安全都推進協議会に補助金を交付し、事務局を運営することにより

6,435,000円

平成15年度決算 平成16年度予算

－

事務事業名

33回　　　　　　1,730人

－

蒲郡市交通安全都市推進協議会会則 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成14年度実績 平成15年度実績

延16回　　　　　3,400人

施策名

交通安全

対象（受益者）

地区推進協議会補助金等

内線等

根拠法令等

平成16年度計画項　　目

健康で安心して暮せるまちづくり

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

交通安全ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ参加者延20回　　　　　4,500人

6,417,200円

交通安全教室参加者 21回　　　　　　1,430人

－

－

10,054

－

平成14年度決算



⑥事務事業内容の評価

10
／12
満点中

7
／12
満点中

12
／15
満点中

9
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

Ｂ

2

交通安全意識の高揚を図るため、より多くの市民が参加してもらえる行事を検討すろ。

2

1

評価の説明（問題点）部長評価

2

2

各行事は県及び蒲郡警察署との事務調整が必要である。

補助金の交付により効果的な活用を図った。

交通事故防止には必要な事業である。

Ｂ

多数の関係組織で年４回の交通安全市民運動および関連
行事を実施している。

各組織の活動により市民自らの意識を持ってもらってい
る。

2

2経済効率性

課内評価

2

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

達　成　度

事務効率性

3

啓発物品や備品購入について事故防止効果の高いこどもと老人用に重点をおいた。

総合評価

3

項　　目



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　一般会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

3,687人

－

3,200人

－

－

－

総務部 安全安心課

1日当たりの無料バスの日利用者数

無料バスの日利用者数/12回

利用者一人当たりの補助金

補助金額/利用者数

蒲郡無料バスの日運行補助事業

10,900

－

－

－

－

811

10,438

0.1

10,900

想定する成果

基本目標

手　　段

1904

事業ｺｰﾄﾞ

蒲郡市民のため

9,612

826

10,438

0.1

10,089

市民生活の利便性の向上、公共交通機関の利用促進および地球温暖化防止環境対策の一環として市民の利用に供する。

10,083,000円

－

262円

① ②

217円

毎月5日に無料バスの日を設け、無料利用分をバス会社に補助することにより

－

平成15年度決算 平成16年度予算

－

事務事業名

38,407人

－

蒲郡市補助金等交付規則 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成14年度実績 平成15年度実績

12回

施策名

その他

対象（受益者）

運行補助金

内線等

根拠法令等

平成16年度計画項　　目

その他

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

年間実施回数 12回

9,605,000円

利用者数 44,246人

－

－

－

－

平成14年度決算



⑥事務事業内容の評価

8
／12
満点中

6
／12
満点中

10
／15
満点中

8
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

Ｄ

2

公共交通機関の路線バスの役割である環境対策と、さらに高齢化に伴う市民の足としての認識を市
民へ啓蒙し路線バスの維持に努める。

2

1

評価の説明（問題点）部長評価

2

1

ﾊﾞｽ事業者との協調により利用促進を図った。

利用者の固定化が進んだ。

路線バス運行維持のために料金を支払っていただけるよ
う制度を見直す。

Ｄ

バス利用の促進効果については所期の目的が達成され
た。

老人利用が多く固定化が進んだ。

平成11年6月5日からバス利用促進及び地球温暖化防止の
環境対策として5年実施したが、バス利用促進の効果は
所期の目的が達成され尚且つ財政上の理由で16年度から
廃止した。

2

2経済効率性

課内評価

3

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

達　成　度

平成１６年度から蒲郡無料バスの日運行補助事業を廃止したことにより、路線バス維持補助事業の
充実を図る。

事務効率性

1

環境対策の一環としてノーカーデーの取り組みを充実させた。

総合評価

2

項　　目
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